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状況の半自動自己申告機能を備える
疎な連帯支援システムの開発と適用

宗 森 純† 森 直 人†,☆ 吉 野 孝†

これまでに，PDAを用いて自己申告により状況情報を入力し，それらの状況情報を共有して弱い
連帯を支援するシステム「暇々手帳」を開発してきた．従来のサービスは，状況情報を手動で入力す
る自己申告制のため，状況情報の伝達が，提供する側の大きな負担となり，状況情報の提供が行われ
にくいという問題があった．そこで，半自動的な申告方法を取り入れた．改良した暇々手帳は，状況
情報の伝達において，一定時間ごとに利用者に入力を促し，利用者の反応により半自動的に利用者の
状況情報を伝達する機能を持つ．さらに，状況情報の 1つとして，「暇度」という独自の尺度を併用し
て，利用者の状況情報を伝達する．システムの適用実験の結果，状況情報の伝達において，半自動自
己申告により暇度を伝達することは効果的であることが分かった．つまり，暇度の半自動自己申告機
能が作動することをきっかけに，他の利用者の状況情報を閲覧したり，掲示板へ書き込みを行ったり
するようになり，システムの利用回数が増加するとともに，利用者の自己申告による状況情報の入力
回数も増加しており，暇度の半自動自己申告機能が状況情報の入力を促した可能性が大きい．

Development and Application of a Weakly Sense of
Solidarity Support System with Semi-automatic
Self-declaration Function of Situations

Jun Munemori,† Naoto Mori†,☆ and Takashi Yoshino†

We have developed a weak-collaboration system, which shared situation information of each
participant, named “hima-hima notes”. Participants had forced to input the information into
the system themselves manually. The load of input for the participants would be very high
and then the information providing of the system would become to poor situation. We modi-
fied the “hima-hima notes” and the system could provide the semi-automatic self-declaration
of situation. The system forces to input participants’ situation between constant periods au-
tomatically. The system decides the situation of participants based on their response time
automatically. We also provide our original parameter of situations named ‘himado’. The ‘hi-
mado’ means the ratio of the spare time. We applied the system. The results of experiments
show below: The semi-automatic self-declaration function of ‘himado’ was effective for a weak-
collaboration. The semi-automatic self-declaration became trigger to active for participants.
The function must occur to increase the action, for example, the browsing other participants’
situation or writing the shared white board or self-declarations of their situations.

1. は じ め に

近年，携帯電話や携帯情報端末（PDA）などのモ

バイル端末の普及およびネットワーク接続サービスの

充実により，時間や場所を問わずに遠隔地間でコミュ

ニケーションをとることができる環境が整備されてき

た．遠隔地間でのコミュニケーションの手段として電

† 和歌山大学システム工学部デザイン情報学科
Department of Design and Information Sciences, Fac-

ulty of Systems Engineering, Wakayama University
☆ 現在，富士通テン株式会社

Presently with Fujitsu Ten Limited

子メール，チャット，掲示板などのアプリケーション

ソフトウェアおよび携帯電話があげられる1),2)．しか

し，これらを使った遠隔地間のコミュニケーションに

おいては，相手の現在の状況（アウェアネス）や今後

の予定などが分からないため，コミュニケーションが

とりにくいことがある．たとえば，電子メールを送っ

ても返事がなかなか来ないためにいらいらするという

ことがある．また，携帯電話においては，電話をかけ

たときに，まず最初に，「今，話してもいいですか？」

という会話をかわすことが多く見られる．これらのこ

とから，コミュニケーション手段の充実により，離れ

た場所にいる人の状況を把握することの重要性が増加
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してきたと考えられる3)∼6)．

同じ職場や学校で，日常的に顔を突き合わせるが，

メールなどを私的に頻繁に交わすほどの仲ではない状

況を疎な（弱い）連帯と定義する．これまでに，PDA

を用いて自己申告により状況情報を入力し，それら

の状況情報を共有して疎な連帯を支援するシステム

「暇々手帳」を開発してきた7),8)．携帯電話において

は，各自が状況情報を入力することにより，疎な連帯

を支援するサービスとして NTTDoCoMoの「見るト

モ」9)，auの「Team Factory」10)，Tu-Kaの「Tu-Ka

messenger」11)などがすでに行われている．

従来のサービスは，状況情報を手動で入力する自己

申告制のため，状況情報の伝達が，状況情報を提供す

る側の利用者まかせ，つまり提供者まかせとなり，提

供者に，「状況情報を提供する」という強い意識がな

ければ，状況情報の提供が行われにくいという問題が

あった．そこで，半自動的な自己申告機能を取り入れ

た新しい「暇々手帳」を開発した．暇々手帳は学生が

学内で暇な時間や学外で暇なときに使うことを前提と

したものであり，ここから暇々手帳と名付けた．

暇々手帳は，利用者が PDAあるいは携帯電話を持

ち歩き，自分の状況情報を伝達したり，他の利用者の

状況情報を取得したりすることにより，利用者間の疎

な連帯を支援するシステムである．暇々手帳は，状況

情報の伝達において，一定時間ごとに利用者に入力を

促し，利用者の反応により半自動的に利用者の状況情

報を伝達する機能を持つ．さらに，状況情報の 1つと

して，「暇度」という独自の尺度を併用して，利用者の

状況情報を伝達する．

本論文では，開発した暇々手帳の概要と適用実験の

結果について述べる．

以下，2章において，新たに開発した状況の半自動

自己申告機能を持つ暇々手帳について述べる．3章で

は適用実験について述べ，4章ではその結果および考

察について述べる．最後に 5章で本論文をまとめる．

2. 暇々手帳の開発

2.1 設 計 方 針

暇々手帳は，利用者が PDAあるいは携帯電話を持

ち歩き，自分の状況情報を伝達したり，他の利用者の

状況情報を取得したりすることにより，利用者間で状

況情報を共有し，利用者間の疎な連帯を支援するシス

テムである．

システムの設計方針を以下に示す．

( 1 ) PDAおよび携帯電話の利用

時間や場所を問わずに状況情報の伝達が行える

ように，小さくて持ち運びに便利な PDAおよ

び携帯電話を利用する．

( 2 ) 自己申告とシステムの半自動自己申告機能によ

る状況情報の伝達

自己申告で状況情報を伝達する方法と，一定時

間ごとに利用者に入力を促し，利用者の反応に

より半自動的に利用者の状況情報を伝達する方

法とを併用する．

( 3 ) 「暇度」という独自のパラメータの利用

「暇度」とは，どれぐらい忙しいか，あるいは

どれぐらい暇かを表す，暇々手帳の独自のパラ

メータである．暇々手帳では，状況情報の 1つ

として，この「暇度」の伝達を行う．

( 4 ) 予定の共有

利用者間でそれぞれの予定の共有を行い，状況

の把握に役立てる．

( 5 ) 掲示板の利用

利用者間のコミュニケーションの支援として，

掲示板を利用する．

2.2 システム構成

暇々手帳はデータを管理するサーバと利用者が携帯

する端末である PDAあるいは携帯電話とから構成さ

れる．サーバを「暇々手帳サーバ」と呼び，利用者が

利用する端末を「暇々手帳クライアント」と呼ぶ．

( 1 ) 暇々手帳サーバ

暇々手帳サーバは，利用者間で共有する情報を

管理している．暇々手帳クライアントは，暇々

手帳サーバと通信し，状況情報や掲示板の内

容などを送受信している．暇々手帳サーバは，

Macintoshで動作し，WWWサーバと CGIプ

ログラムを利用している．WWWサーバには

Quid Pro Quo 2.1.2（Social Engineering社），

CGIプログラムには HyperCard 2.4.1（Apple

Computer）を利用している．約 2,300行のプ

ログラミングである．

( 2 ) 暇々手帳クライアント

暇々手帳クライアントには，PDAあるいは携

帯電話が使用できる．PDAは，データ送受信

時に無線通信を使ってプロバイダに接続し，イ

ンターネットを介して一時的に暇々手帳サーバ

と通信する．PDAは，PalmOSが動作し，イ

ンターネット接続可能であれば，特に機種は問

わない．携帯電話は，Web閲覧可能な携帯電話

であれば，特に機種およびキャリアは問わない．

PDA上で動作する暇々手帳クライアントの開

発には，CodeWarrior（Metrowerks社）を使
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図 1 PDA上の暇々手帳の画面構成
Fig. 1 Screens of the system on a PDA.

用しており，プログラミングはC++言語で行っ

ている．約 3,700行のプログラミングである．

2.3 暇々手帳の開発

2.3.1 画 面 構 成

図 1に PDA上での暇々手帳の画面構成を，図 2に

携帯電話上での暇々手帳の画面を示す．図 1，図 2 と

もに，画面 (a)を起点として，画面 (b)～(g)の各画面

に移動できる．各画面の詳細については，後述する．

2.3.2 状況伝達機能

状況伝達機能は，利用者各自が自己申告により，現

在の自分の状況情報を他の利用者に伝達する，暇々手

帳の基本機能である．状況伝達機能は PDA，携帯電

話のどちらを利用してもほぼ同様に利用できる．ここ

では PDA上の暇々手帳を中心に説明する．

( 1 ) 状況情報の入力

状況情報の入力は，図3「現在の状況」入力画面

で行う．「現在の状況」入力画面へは，起動画面

の「状況の入力」ボタンで移動する（図 1 (a)）．

入力項目は，「場所」，「状況」，「一緒に」，「メッ

セージ」の 4項目である．「場所」は現在地を示

す．「状況」は外面的あるいは内面的な状況を示

す．「一緒に」は，「遊びに行きたい」など，一

緒にやりたいことを他の利用者にアピールする

ために用いる．「メッセージ」は利用者間の簡

単なコミュニケーションを支援するために用い

る．「場所」，「状況」，「一緒に」の入力は，それぞ

れあらかじめ用意されたポップアップメニュー

を用いて行うことができる．各ポップアップメ

ニューの内容を図 3 (a)～(c)で示す．ポップアッ

プメニューにない項目および「メッセージ」は

オンスクリーンキーボードや Graffiti入力によ

り直接フィールドに入力できる．また PDAを

利用している場合のみ各ポップアップメニュー

の内容を，利用者が自由に編集することができ

る．例として「場所」のポップアップメニュー

編集画面を図 3 (d)に示す．利用者はこの画面

のフィールドの内容を書き換えることにより，

「場所」のポップアップメニューの内容を編集

することができる．

( 2 ) 状況情報の閲覧

他の利用者の状況情報は，「全員の状況」表示

画面で閲覧できる．「全員の状況」表示画面へ

は，起動画面の「全員の状況」ボタンで移動す

る（図 1 (a)）．「全員の状況」表示画面について

は後述する．
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図 2 携帯電話上の暇々手帳の画面
Fig. 2 Screens of the system on the mobile phone.

2.3.3 暇度の半自動自己申告機能

暇度の半自動自己申告機能は，利用者が現在，どれ

くらい暇か，あるいはどれくらい忙しいかをおおまか

に判定し，その結果を他の利用者に伝達する機能であ

る．ここで，どれくらい暇か，あるいはどれくらい忙

しいかということを「暇度」という言葉で表す．暇度

は 0%を忙しい，100%を暇と定義する．なお，暇度の

半自動自己申告が行われるのは，PDAを利用してい

る場合のみである．

本来暇度の判定は自動判定が望ましい．状況の自動

判定は Hudsonらの論文12)にもあるようにセンサに

よる interruptibilityの自動判定でおおよそ可能であ

ることが示されているが，まだセンサを使ってリアル

タイムでの自動判断は行われていない．そこで現実的

に人が暇度を入力する自己申告制をとることにした．

1時間に 1回，自動的に暇々手帳が立ち上がり，状況

をボタンを押して示すが（図 4），入力の負荷を少し

でも減らすために 2回以上同じ状況が続くときに，ボ

タンを押されない場合は自動的に次回以降は同じ状況

と判断し，それ以外でボタンを押されない場合は忙し

い（暇度 0%）と判断した．これを暇度の半自動自己

申告機能と定義した．このようなセンサなどを用いず

に半自動自己申告機能としたのは，仮にセンサなどを

用いるとシステムが大がかりとなり，センサが設置し

てある場所でないと判定できないなど，PDAの携帯

性が失われる可能性があるからである．また，センサ

などが張り巡らされているための影響，たとえばこれ

らに起因するストレスなども考えられる．そこで，で
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図 3 「現在の状況」の入力画面
Fig. 3 An input screen of the present situation.

図 4 暇度の半自動自己申告用の画面
Fig. 4 A screen for the semi-automatic self-declaration of

the ratio of spare time.

きるだけ特別な機器を使わないこの半自動の自己申告

機能とした．

暇度の半自動自己申告の手順を以下に記す．

（ i）暇々手帳が 1時間ごとに自動的に起動する．起動時

にアラーム音を鳴らし，利用者に入力を促し，図 4で

示した画面を表示する．画面には大きな文字で「忙」，

「暇」，小さな文字で「忙」，「暇」を表示した 4つの大

きなボタンがある．この画面は，利用者が直感的かつ

簡単にボタンを押すことができるということを考えた

うえで，設計を行っている．各ボタンは下記を意味し

ている．

• 大きな文字「忙」：かなり忙しい
• 大きな文字「暇」：かなり暇
• 小さな文字「忙」：少し忙しい
• 小さな文字「暇」：少し暇

（ ii）利用者は，自分の状況に応じて，画面上のボタン

を押す．

表 1 ボタンを押すまでの時間と暇度との対応
Table 1 Correspondence between time passes and the

ratio of spare time about pushing the button.

（ iii）利用者が選択したボタンとアラーム音が鳴って

からボタンを押すまでに要した時間（反応時間）の組

合せにより，利用者の暇度を決定し，その結果をサー

バに送信する．表 1 に状況の半自動自己申告におけ

る選択ボタンを押すまでに要した時間と表示する暇度

との対応を示す．表 1 の中に暇度 0.01%や 200%とい

う表現があるが，これは本当に忙しい，本当に暇であ

ることを強調するために，インパクトがあるように誇

張して現実的でない 0.01%や 200%という値を使って

いる．

表 1 の 5 秒で反応を分ける根拠であるが，キース

トロークレベルモデルによると，マウスを動かして標

的をポイントするまでに，精神的準備時間に 1.35秒，

画面上の目標をマウスを動かしてポイントするために

は平均で 1.1 秒かかり，最低でも 2.45秒かかること

が分かっている13)．本研究の場合はつねに PDAの画

面を見ているわけではなく，また PDA自体も握って

いるわけでもないのでこれ以上かかることは必至であ
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図 5 「全員の状況」表示画面
Fig. 5 A screen of situratioations of all the members.

り，かばんや服からとりだす時間を勘案して判断の基

準を 5秒とした．5秒以内だと素早い応答であるとい

うことである．

また，利用者がボタンを押さない場合は，前述した

以下の申告を行う．

• 直前の 2回が同じ選択の場合は，同じ結果と申告

する．

• 上記以外の場合は忙しい（暇度 0%）と申告する．

ここで，利用者が，大きな文字「暇」（かなり暇）を

選択した場合は「そんなに暇なら現在の状況を送信し

てください．」とアラートで表示し，小さな文字「暇」

（少し暇）を選択した場合は「少し暇なら全員の状況

などを見てください．」とアラートで表示し，利用者

にシステムの利用を促す．大きな文字「忙」（かなり

忙しい）あるいは小さな文字「忙」（少し忙しい）を

選択した場合は，このような処理は行われない．

ところで，日常の生活においては，アラーム音が鳴

ると不都合な場合があるので，この機能は利用者が自

分の状況に合わせて，ON/OFFを切り替えることが

できる．機能の ON/OFFは図 1 (a)の起動画面内に

ある暇度チェックボックスを用いて行う．チェックが

ついている状態を ON，ついていない状態が OFFと

している．

それぞれの利用者の暇度は，自己申告方式により入

力した状況情報とともに，「全員の状況」表示画面で閲

覧できる．「全員の状況」表示画面に暇度が表示されて

いる様子を図 5に示す．各利用者の情報は，更新時間

の新しいものから，上から順に表示される．図の内容

に表示されている星マーク（★）は，状況情報を伝達

した人以外の利用者が，「全員の状況」表示画面の内容

を見た場合に，最新のデータ（状況情報）のところに

図 6 「予定と予定暇度」入力画面
Fig. 6 An input screen of a plan for the future and a

ratio of spare time for the future.

付加される．暇々手帳は非同期型の支援を行うため，

状況情報を伝達した人は，自分の状況情報を他の利用

者が見ているかどうかが分からない．そこで，このよ

うに星マークを付加することにより，状況情報を伝達

した人は，星マークの有無によって，自分の状況情報

が他の利用者に見られたかどうかを知ることができる．

暇度の表示では，ボタンを押すまでに要した時間を

反応時間として表示し，さらに暇度に応じたコメント

も表示している．反応時間の表示は，伝達された暇度

を閲覧する人が，反応時間の長さによって暇度を伝達

した人の状況を推測できるようにするということと，

暇度を伝達する人にボタンを押す楽しみを持たせると

いうことを目的としている．

2.3.4 暇予報機能

暇予報機能は，利用者各自があらかじめ自己申告に

より，自分の予定と予定暇度を入力し，それを他の利

用者に伝達する機能である．予定暇度とは，その概念

は状況の半自動自己申告における暇度と何ら変わりが

ないが，状況の半自動自己申告における暇度は現在の

暇度で，暇予報における暇度は予定の暇度なので，区

別して呼んでいる．暇予報機能は，PDA上でも携帯

電話上でもほぼ同様に利用できる．ここでは PDA上

の暇予報を中心に説明する．

( 1 ) 予定と予定暇度の入力

予定と予定暇度の入力は，図 6の「予定と予定

暇度」入力画面で行う．「予定と予定暇度」入力

画面へは，起動画面の「予定の入力」ボタンで

移動する（図 1 (a)）．ここでは，6～12時，12

時～18時，18時～24時の 3種類の時間帯に，

それぞれ 2 つまで予定を入力できる．予定は

ポップアップメニューから選択でき，選択され

た予定には，それぞれ予定暇度を時間帯別に決
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表 2 予定と予定暇度との対応
Table 2 Correspondence between a plan for the future

and a ratio of spare time for the future.

めている．予定と予定暇度の対応を表 2 に示

す．予定と予定暇度の対応は，研究室の学部 3

年生，4年生，大学院 1年生，2年生の計 15人

にアンケート調査を行い，その結果の平均を用

いている．予定を 2つ入力した場合は，その 2

つの項目の予定暇度の小さい方を，その時間帯

の予定暇度としている．また，予定暇度はポッ

プアップメニューで自由に数値を変更すること

ができる．さらに予定はフィールドに直接入力

することも可能である．この場合，予定暇度は

必ず利用者自身に入力してもらう必要がある．

( 2 ) 予定と予定暇度の閲覧

利用者の予定暇度は，「今日の暇度」表示画面

および「明日の暇度」表示画面で閲覧すること

ができる．それぞれの画面には起動画面の「今

日の暇度」ボタン，「明日の暇度」ボタンで移

動できる（図 1 (a)）．「今日の暇度」表示画面を

図 7 (a)に示す．この画面では，利用者全員の予

定暇度を一覧できる．さらに，各利用者の個別

表示画面においては，今日と明日の予定および

予定暇度が閲覧できる．各利用者の個別表示画

面を図 7 (b)に示す．図 7 (b)には，図 7 (a)内

の「個別画面」ポップアップメニューを用いて

移動できる．各利用者の個別表示画面では，そ

の予定暇度に応じて顔文字が表示される．表 3

に，予定暇度と顔文字の対応を示す．

2.3.5 掲示板機能

暇々手帳では，利用者間のコミュニケーションを支援

するために，掲示板を用意している．掲示板は，PDA

上でも携帯電話上でもほぼ同様に扱える．ここでは，

PDA上の掲示板を中心に説明する．

掲示板画面へは，起動画面の「掲示板」ボタンで移

動できる（図 1 (a)）．図 8に掲示板画面を示す．掲示

図 7 「予定と予定暇度」表示画面
Fig. 7 A screen of a plan for the future and a ratio of

spare time for the future.

表 3 予定暇度と顔文字の対応
Table 3 Correspondence between a ratio of spare time

for the future and face-marks.

図 8 「掲示板」画面
Fig. 8 A screen of a shared board.

板画面ではメッセージの入力および閲覧を同一画面で

行えるようにしている．これは，掲示板を簡易なチャッ

トとしても利用できるようにするためである．画面の

上部のフィールドでメッセージの入力ができ，その下

のフィールドで他の利用者のメッセージを閲覧できる．

また，掲示画面においても，「全員の状況」表示画面

（図 5）と同様に星マーク（★）の有無によって自分の
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メッセージを他の利用者が見たかどうかが分かるよう

にしている．

3. 適 用 実 験

3.1 実 験 環 境

実験では，PDAを利用する参加者と携帯電話を利

用する参加者をあらかじめ決めておき，それぞれのシ

ステムを使い，両者全員をグループメンバとして実験

を行った．ただし，予備実験など様々なかたちで参加

者は暇々手帳の利用を経験している．使用した PDA

は PHS 内蔵の WorkPad 31J（日本 IBM），携帯電

話は NTTDoCoMo，J-Phone，au各社のWeb閲覧

可能な携帯電話である．参加者には，基本的に普段ど

おりの生活を送ってもらい，その生活の中でシステム

を使用してもらう．利用場所は特に指定していない．

PDA利用者は PHSの電波が届く場所では，どこでも

利用可能である．また，携帯電話の利用者は携帯電話

の電波が届くところでは，どこでも利用可能である．

実験期間は週末（土・日）を含む 5日間である．実

験人数は PDA利用者が 4人，携帯電話の利用者が 6

人の計 10人で行った．被験者は和歌山大学システム

工学部デザイン情報学科の学部 3年生および 4年生で

ある．

3.2 実 験 方 法

実験は，以下の手順で行った．

( 1 ) 操作方法を説明した用紙を参加者全員に配付

する．

( 2 ) 参加者は，各自，PDAあるいは携帯電話を携

帯する．

( 3 ) PDA利用者は，状況の半自動自己申告機能（暇

度チェックボックス）をONにする（ただし，ア

ラーム音が鳴ると不都合な環境では，OFFに

してもかまわない）．

( 4 ) 参加者は，下記のタスクを行う．

• 状況情報の伝達，閲覧を自由に行う．
• 明日の予定および予定暇度の書き込みを毎
日行い，閲覧については自由に行う．

• 掲示板への書き込み，閲覧を自由に行う．

4. 実験結果および考察

4.1 実 験 結 果

実験終了後にアンケート調査を行った．図 9 にア

ンケートに用いた用紙の例を示す．アンケートの 5段

階評価部分の結果を表 4 (a)および (b)に示す．5段

階評価は 1が最も評価が低く，5が最も評価が高いと

する．なお，表 4 (a)において，アンケート項目の中

図 9 アンケート用紙の例（一部）
Fig. 9 The example of questionnaire form (part).

で，*マークが付いている質問（2.（3）～（7））につい

ては，PDA利用者のみに答えてもらった．次にアン

ケートの記述部分の結果を以下に示す．

【1.状況伝達機能について】

Q.入力がしやすかった理由

• ポップアップメニューで選べるから．
Q.「場所」の伝達が他の人の外面的あるいは内面的

な状況の把握に役立った理由

• 場所が分かれば何しているか大体分かるとき
があるから．

•「場所」が自宅だともう家に帰ったというの
が分かったから．

Q.「状況」の伝達が他の人の外面的あるいは内面的

な状況の把握に役立った理由

• 何をしてるかが分かるから．
Q.「一緒に」の伝達が他の人の外面的あるいは内面

的な状況の把握に役立った理由と役立たなかった理由

役立った理由

•「場所」「状況」を組み合わせることによって
状況を推測できた．（例）研究室，研究中，遊

びに行きたい，ならストレスがたまっている

など．

• 実際に暇々を使って遊んだから．
役立たなかった理由

• だれに向けられた情報かが分からない．
Q.「メッセージ」の伝達が他の人の外面的あるいは

内面的な状況の把握に役立った理由と役立たなかった

理由

• 書いている人が自由に文章を書いているので，
その人の気持が分かったから．

• 内容によっては状況に関することが書かれて
いる場合があったので．

Q.状況伝達機能が他の人の外面的あるいは内面的

な状況の把握に役立った理由

•「場所」と「状況」を見てかなり分かったし，
「メッセージ」を見ることによりさらに分かっ

た．

• 自分が研究室にいないときでも，他の人の出
席状況とか，気分が分かったから．
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表 4 (a)アンケート結果（その 1）
Table 4 (a) The results of the questionnaire.

表 4 (b)アンケート結果（その 2）
Table 4 (b) The results of the questionnaire (continue).

【2.暇度の半自動自己申告機能について】

Q.自己申告した内容とともに半自動自己申告した

暇度を表示することが状況の把握に役立った理由

• 自己申告には限界があるが，測定結果はリア
ルな状況が分かったような気がした．

• 極端な数字「0.01%」「200%」というのが忙

しいか暇かを把握するのにバツグンの効果が

あり，分かりやすかった．

Q.暇度とともに反応時間を表示することに対する

意見

• 暇度が高くて，反応時間が速いと暇って感じ
がする．

Q.暇度の半自動自己申告は 1時間に 1回でよいと

思った理由

• 1時間に 2回以上されると束縛しているよう

で気に入らないが，1時間に 1回は忘れた頃
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にアラームがなるのでちょうどよいと思った．

• 使っていても不愉快に感じなかった．
Q. 暇度の半自動自己申告により，システムの利用

回数が増えた理由

• これをきっかけに他の人の状況を見ようと
思った．

• 暇度の半自動自己申告が掲示板に書き込みを
するきっかけになった．

Q.暇度の半自動自己申告を不愉快に感じなかった

理由

• 忙しいとき，ボタンを押さなくても判定して
くれるところが良い．

• 初めて使うからかもしれないが，アラームが
鳴ってボタンを押すのが楽しかった．

Q.暇度の半自動自己申告機能を使ってみて暇度と

反応時間について感じたこと

• テレビを見てくつろいでいるときは迷わず
「大きな暇」ボタンを押した．

• 暇なときほど選んでボタンを押した．
• なんとなく暇なときは「大きな暇」「小さな
暇」ボタンのどっちを押すか迷った．

• ボタンを押せるくらいの忙しさのときは「大
きな忙」，「小さな忙」ボタンのどっちを押す

か迷った．

• まあまあ忙しくてボタンを押せるときは速
かった．

• 忙しいときはボタンをかなり速く押すか，無
視するかだった．

• 暇々手帳が自分の手の届くところにない場合
は，忙しければボタンを押さなかった．

• かなり忙しいときはまったくボタンを押さな
かった．

【3.暇予報機能について】

Q.入力がしやすかった理由

• ポップアップメニューで選べるから．
Q.この機能を使って他の人の予定が分かった理由

• だいたいの予定は分かったが，「私用」という
のが使える範囲が広くよく分からなかった．

Q.一覧画面で全員の予定暇度，個別画面で予定と

予定暇度が見られるようにしていることに対する意見

• 一覧で暇度を見て，気になった人を見つけて
その人の暇度の原因が何なのかが詳しく見ら

れるので，いちいち全員の詳しい予定を見な

くて済む．

Q.個別画面で予定暇度とともに顔文字を表示した

ことに対する意見

• 数値だけだと興味がわかないが，顔文字があ
ると，分かりやすくて，かわいいし，面白い．

Q. 6～12時，12時～18時，18時～24時の 3つの

時間帯で予定と予定暇度を入力する方式に対する意見

• 1時間ごととかだと大変だが，3つぐらいな

ら入力しやすかった．

面倒臭さがなく，積極的に入力できた．細かな状況

はそのつど自己申告で知らせればよいので，予定は

おおまかでいいと思う．暇予報の情報と自己申告によ

る状況を見ることにより，相手の状況を把握できると

思った．

• 入力はしやすかったが，他の人の予定を見る
ならもっと詳しく知りたいので時間帯を細か

くしてほしい．

【4.掲示板機能について】

Q.掲示板機能に対する意見

• コミュニケーションをとれたかどうかはよく
分からないが，みんなの面白いコメントを見

られて楽しかったので，自分も面白いことを

書こうと促された．

• 他の人に連絡するときに便利だった．
• とても親しい人とはメールをしてしまうが，
ちょっとした知り合いとのコミュニケーショ

ンを助長していると思った．

【5.システム全体を通して】

Q.このシステムを利用して他の人の外面的あるい

は内面的な状況が分かった理由

• 二重，三重に相手の状況を知る手段があった
から．

• 暇度は，自分で使っていてかなり正確に判定
できていると思うし，定期的に送られてくる

ので，信用できたから．

• 何をしているかが分かったし，内面的な部分
はメッセージを見ることにより，推測できた．

Q.このシステムを使用して面白かったところ

• メールするほどでもない内容を見られたこと
が面白い．

• どれくらい暇か忙しいかが数値で出るところ．
• 他の人の，その人らしいメッセージを読むこ
とが楽しかった．

• 暇度の半自動自己申告機能が面白かったし，
他の人の暇度を見るのも楽しかった．

• 忙しいときでも PDAに促されてみんなの状

況を見るとなんとなく冷静になれたので面白

かった．

• 掲示板でのコミュニケーションが面白かった．
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• 他の人の状況が見られるというのが面白かっ
た．

• メッセージや掲示板で自由に書き込みできる
ところ．

• 自分の打ったメールがみんなに届くみたいな
感じが面白かった．

• 今までにこのようなシステムを使ったことが
なかったので面白かった．

Q.このシステムに対する意見（ここはこうした方

がよいなど）

• 予定暇度が高い場合，高いもの同士で何かす
ることを促す機能．

• 暇な人をさがす機能．
• 何かやりたいという人がいたとき，暇予報か
ら暇な人を見つけて催促する人．

• 予定と暇度自己申告を組み合わせて，利用者
同士を何らかの行動に結び付ける機能．

• それぞれの PDAに個性があり，暇度の値を

見て勝手にメッセージを入れてしまう機能

（PDAによってメッセージがちがう）．

Q.実験の感想

• とても面白かった，楽しかった．
• 暇度の半自動自己申告機能が面白かったし，
他の人の暇度を見るのもよかった．

• 参加者間での「つながり感」があった．
• 参加者の 1人 1人の個性が「メッセージ」の

部分で出ていて面白かった．

• もっと仲の良いもの同士で使ってみたいと
思った．

4.2 考 察

（1）状況伝達機能に関する質問についての考察

状況情報の入力については，ポップアップメニュー

を用意していたため，比較的簡単に行えたようである

（3.9/5.0）（表 4 (a)1-(1)）．また，状況伝達機能が，他

の人の外面的あるいは内面的な状況を把握するのに役

立ったかについての評価が高かった（4.5/5.0）．さら

に，状況伝達機能の中で取り扱っている「場所」，「状

況」，「一緒に」，「メッセージ」の各項目において，どの

項目が状況の把握に役立ったのか，それぞれの項目ご

との評価を見てみると，「場所」，「状況」に加えて「メッ

セージ」の評価が高かった（順に 4.4/5.0，4.6/5.0，

3.9/5.0）（表 4 (a)1-(2)(3)(5)）．「場所」は「どこにい

るか」，「状況」は主に「何をしているか」ということ

を伝達するので，評価が高くなったのは当然であると

いえる．「メッセージ」の評価が高くなったのは，「メッ

セージ」は，参加者が自由に言葉を書くことになるの

で，その内容によっては，その人の状況，特に内面的

な状況が，より深く伝わってくるようなことがあった

からのようである．実験時に，実際にサーバ側に送信

されたデータのログを調べてみると，「メッセージ」の

内容は，実に様々な言葉が自由に入力されていた．さ

らに，その中でも，利用者の内面的な状況を表してい

るとみられる内容のものが多かった．実験時，実際に

入力されていた「メッセージ」の内容の一部を，例と

して以下に示す．

• ただいま，こたつ虫！冷蔵庫にも行きたくない～
もぞもぞ

• 近所のおばちゃんにチョコレートもらったー
（＾ー＾）V

• 携帯忘れた！と驚いてみたり．あーだれからもか
かってこないさ！さみしくないもん！にゃーー！

• 家，家，イエーイ！
• 力の限り生きてやる！
これらの言葉を見ると，その内容は実に様々である

が，すべての言葉から，その人の内面的な状況が読み

取れる．

以上のことから，状況情報の共有において，自己申

告により状況情報を伝達することは，有効であるとい

うことが分かった．また，状況情報の入力において，

ポップアップメニューを用いることにより，入力は簡

単になるが，ポップアップメニューを用いず，そのつ

ど，自分の言葉で自由に入力を行うことも重要なこと

が推測される．

（2）暇度の半自動自己申告機能に関する質問について

の考察

（ i）システム側から入力を促されることについて

PDA利用者は，暇度の半自動自己申告機能が作動

することをきっかけに，他の利用者の状況情報を閲覧

したり，掲示板へ書き込みを行ったりすることになり，

システムの利用回数がかなり増えたと主観的に思って

いることが分かった（5.0/5.0）（表 4 (a)2-(4)）．被験

者は暇度の半自動自己申告機能が付いていない暇々手

帳を用いた実験などを以前から行っている．さらに，

PDA利用者と携帯電話利用者それぞれの 5日間の自己

申告による状況情報の入力回数を調べてみると，表 5

のような結果が得られた．表 5 を見ると，PDA利用

者の方が圧倒的に多いことが分かる．携帯電話には

半自動自己申告機能が備えられていない．PDAと携

帯電話ではインタフェースの違いがあるが，両者とも

表 4 (a)の「状況伝達機能」についての評価がほとん

ど変わらないため，特に PDAの方が使いやすいとい

うことでない．したがって，「これをきっかけに他の人
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表 5 PDA利用者と携帯電話利用者各自の自己申告による状況情報の入力回数
Table 5 The numbers of input about their situations themselves between PDA

users and mobile phone users.

の状況を見ようと思った．」「暇度の半自動自己申告が

掲示板に書き込むきっかけとなった．」などのアンケー

トの結果にもあったように，暇度の半自動自己申告機

能が，状況情報の入力をも触発した可能性が考えられ

る．また，暇度の半自動自己申告は，操作が簡単で，

かつ，忙しいときは無視しても自動的に忙しいと判定

して暇度を更新してくれるといった点が好まれ，利用

者は，1時間ごとに暇度の半自動自己申告を行うこと

については，まったく不快感を感じなかったようであ

る（5.0/5.0）（表 4 (a)2-(6)）．

（ ii）半自動自己申告した暇度の伝達について

半自動自己申告による暇度の伝達は，自己申告より

もリアルな状況の伝達ができるといった点，暇かどう

かが分かるのは便利であるといった点が好まれ，暇度

の半自動自己申告機能により，どれくらい忙しいのか

あるいは暇なのかをうまく伝えることができたかどう

かについての評価が 4.3/5.0（表 4 (a)2-(5)），自己申

告した内容とともに半自動自己申告された暇度を伝達

することが状況把握に役立ったかどうかについての評

価が 3.9/5.0（表 4 (a)2-(1)）と，ともに高かった．こ

のことから，自己申告に加えて，半自動自己申告によ

り暇度を伝達することは，有効であったと考えられる．

（ iii）暇度と反応時間の関係について

実験の結果から下記のことが分かった．非常に暇だ

と「大きな暇」ボタンを迷わず素早く押すが，通常の

暇な状態だと「大きな暇」「小さな暇」のどちらのボ

タンを押すか迷うために，少し時間がかかる．同様に

ある程度忙しいときは「大きい忙」「小さい忙」のど

ちらのボタンを押すか迷うので，時間もそれなりにか

かる．非常に忙しいときはボタンを素早く押し，その

余裕もないときはボタンを押さない．この結果は表 1

で示したボタンを押すまでの時間と暇度との関係の正

しさを裏付けるものである．

（3）暇予報機能に関する質問についての考察

予定と予定暇度の入力に関して，1時間ごとなどで

はなく，6～12時，12～18時，18～24時の 3つの時

間帯で予定と予定暇度を入力するという方式は，入力

の手間が少なく，気軽に入力できたようで（4.2/5.0）

（表 4 (b)3-(6)），もっと細かく予定を入力するのは，面

倒だという意見があった．この方式は，入力の手間は

少なくなる一方，他の人の予定を見る立場になると，

その人の大まかな予定しか分からないようになってし

まうわけであるが，このことに対しては，予定は大ま

かに分かればいいという意見もあれば，もう少し詳し

い予定を知りたいという意見もあった．これらのこと

から，予定の共有に関しては，細かい入力を行うのは

面倒なので，基本的には，現在のままの大まかな予定

の共有でかまわないが，より密なコミュニケーション

を行う必要も生じることもあるため，もっと詳しく予

定を知ることができる手段を用意する必要がある．ま

た，今後は 1回目の自己申告のときに，これから何時

間先，あるいは，何時まで忙しいので自動起動しない

でほしいという設定を可能としたり，予定暇度を活用

して，予定が入っているときには，自動起動しないよ

うな機能を検討していく必要がある．

各利用者の個別表示画面において，予定暇度ととも

に顔文字を表示したことについて，予定暇度は数字の

みだと分かりにくいが，顔文字とともに見ることによ

り，分かりやすかった，という意見もあれば，数字の

方が分かりやすかったという意見もあった．しかし，

顔文字の表示を意識するかどうかは，利用者次第なの

で，顔文字を表示することについて，特に問題はない

と考えられる．さらに，半自動自己申告における暇度

の伝達においても，数字とともに顔文字などを表示さ

せた方が，より効果的であるのではないかということ

も考えられる．

（4）掲示板機能に関する質問についての考察

掲示板は他の人とのコミュニケーションとして役立っ

たようである（3.9/5.0）（表 4 (b)）．また，掲示板で

のやりとりがシステムを利用する楽しさにもつながっ

ているということが分かった．

（5）システム全体に関する質問についての考察

他の人の状況を把握するために共有する情報はほぼ

十分であると考えられる（4.0/5.0）（表 4 (b)5-(4)）．

また，このシステムを使用することの面白さの評価が

非常に高く（4.4/5.0）（表 4 (b)5-(5)），実験の感想で

楽しかったという意見が多かった．「他の人の状況が分

かるところ」，「暇度の半自動自己申告機能によって暇
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度を伝達するところ」，「状況伝達機能のメッセージ項

目や，掲示板での自由な書き込み」など，利用者は，

実に様々な部分で面白さを感じたようである．

4.3 関 連 研 究

広く普及している PDA用のMicrosoft messenger

と比較すると，基本的にはMicrosoft messengerは常

時接続でチャットのために使用し，このソフトウェア

に入ってきたことと出ていったことは自動的に分かる

が，それ以外は自己申告となる．これに対して暇々手

帳は必要なときに接続し，状況を示すボタンを押さな

い場合は，直前の 2 回が同じ選択の場合は，その同

じ結果を表示し，それ以外は忙しいことを示す（暇度

0%）など，半自動の自己申告機能があるところが異

なる．

半自動自己申告機能は現在のところ PDA上のみ可

能で携帯電話では実現していないが，状況を伝える

サービスとして近いものに携帯電話で行われている

サービスがある．そこで，携帯電話で行われている

サービスと比較した．

現在，携帯電話会社各社で携帯電話を用いて，状況情

報の共有を行うサービスが行われている．そのサービス

とは，NTTDoCoMoの「見るトモ」9)，auの「Team

Factory」10)，Tu-Ka の「Tu-Ka messenger」11)であ

る．これらのサービスはすべて，自己申告方式により

状況情報を入力し，その内容をグループメンバとして

登録した者同士で共有し，グループメンバ間で状況把

握を行うといったものである．「TeamFactory」およ

び「Tu-Ka messenger」では，グループメンバの中の

だれかが状況情報を更新すると，グループメンバ全員

にリアルタイムでメールによって更新通知が届くよう

になっている．「見るトモ」においては状況情報の更新

は，iアプリによってリアルタイムで通知される．こ

れらのサービスは，状況情報の共有以外に，掲示板や

チャットなどを使ってコミュニケーションをとること

が可能である．さらに auの「Team Factory」におい

ては，GPS機能を利用してメンバの現在地をリアル

タイムに確認することが可能である（位置情報の提供

は GPSの搭載された機種のみであるが，位置情報の

閲覧は EZwebユーザ（ツーカーグループ含む）とと

もに，iモードユーザ（一部を除く）であれば地図ま

での表示が可能である）とともにスケジュール機能に

よってスケジュール情報の共有が可能である．しかし，

これらはいずれも暇々手帳にある状況の半自動自己申

告機能を備えていない．携帯電話でのプログラミング

の制限も緩和されてきたため，携帯電話でも同様な半

自動自己申告機能の開発を検討している．

4.4 社会人への適用

本システムは，もともと授業を受けていない学生や

自宅にいる学生が他の学生の状況を見て，暇だからコ

ミュニケーションをとるというような使い方を念頭に

置いたシステムである．社会人が使用する場合，社内

で勤務時間中にこれを使用していると仕事に差し支え

る可能性があるが，社会人においても定時後や休日に

人を結び付ける強力な道具になると考えられる．また，

日中に暇度が 200%というのは問題があるかもしれな

いが，逆に暇度 0.01%というのは学生が使うより説得

力がある可能性がある．これら，社会人への適用に関

する検討は，今後の課題である．

5. お わ り に

PDAおよび携帯電話で使用可能な疎な連帯を支援

するシステム「暇々手帳」を開発した．暇々手帳は，

状況情報の伝達を支援するために，半自動自己申告に

より状況情報を伝達する機能を有し，さらに状況情報

の 1つとして，「暇度」という新たなパラメータを利用

している．

システムの適用実験の結果，以下のことが分かった．

( 1 ) 自己申告により，状況情報を伝達することは有

効である．

( 2 ) 暇度の半自動自己申告機能が作動することを

きっかけに，他の利用者の状況情報を閲覧した

り，掲示板へ書き込みを行ったりするようにな

り，システムの利用回数が増加した．また，利

用者の自己申告による状況情報の入力回数も増

加しており，暇度の半自動自己申告機能が状況

情報の入力を促した可能性がある．

以上のことから，状況情報の共有において，利用者

が自己申告により状況情報の伝達を行うことは重要で

あるが，それに加えて，システム側から利用者に入力

を促したり，半自動で何らかの状況情報を伝達する方

がより効果的であると考えられる．

今後の課題としては，暇度の半自動自己申告機能と

操作との関係の詳細な分析，暇度の半自動自己申告機

能と予定暇度との連携や共有した情報を利用して利用

者同士で何らかの行動を起こすことを支援する機能の

実装，携帯電話への暇度の半自動自己申告機能の実装，

社会人への適用などがある．
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